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『国語研日本語ウェブコーパス』とその検索系『梵天』
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受付日 2017年4月21日,採録日 2017年11月7日

概要：国立国語研究所は言語研究に資する 258億語規模のウェブコーパス『国語研ウェブコーパス』を構
築した．コーパスの構築は，ページ収集・言語解析・保存・検索系の構築の 4種類の部分工程からなる．
本稿では，『国語研ウェブコーパス』を概説するとともに，その検索系である『梵天』の機能について紹介
する．この検索系は 100億語規模のテキストコーパスを文字列だけでなく，形態素列・係り受け部分木に
基づく問合せが可能である．
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Abstract: The National Institute for Japanese Language and Linguistics, Japan (NINJAL) compiled a web
corpus for linguistic research comprising 25 billion words. The project is divided into four parts: page
collection, linguistic analysis, development of the corpus concordance system, and preservation. This arti-
cle presents a corpus concordance system named ‘BonTen’, which enables a ten-billion-scaled corpus to be
queried by string, a sequence of morphological information or a subtree of the syntactic dependency structure.
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1. はじめに

国立国語研究所は 100億語規模の日本語テキストコーパ

スである『国語研日本語ウェブコーパス』（‘NINJAL Web

Japanese Corpus’:以下 ‘NWJC’）[1]を構築し，検索系『梵

天』を介してコーパス中の例文を問い合わせる環境を公

開した．このシステムは『現代日本語書き言葉均衡コー

パス』（‘the Balanced Corpus of Contemporary Written

Japanese’: ‘BCCWJ’）[2]用に作成された検索ツール『中

納言』[3]の文字列検索・短単位検索（品詞列検索）相当の

機能と，コーパス管理システム『ChaKi.NET』[4], [5] の

Dependency Search（係り受け検索）相当の機能を有して
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いる．フロントエンドのユーザインタフェースは株式会社

万葉に委託し，バックエンドは ‘Sedue for Bigdata’を用い

た検索系を株式会社レトリバに委託した．本検索系は 258

億語からなる NWJCを効率的に検索することができる．

本稿では，NWJCを概説するとともに，その検索系であ

る『梵天』の機能について紹介する．2章では NWJCの

構築過程と基礎統計について示す．3章では検索系『梵天』

の各種機能について述べる．4章では検索系の評価を行う．

5章にまとめと今後の方向について示す．

2. 『国語研日本語ウェブコーパス』（NWJC）

『国語研日本語ウェブコーパス』（NWJC）は，言語研究

に資する言語資源としてウェブを母集団として構築した

100億語規模のテキストコーパスである．

ページ収集は Heritrixクローラを用いた*1遠隔採取（re-

mote harvesting）による．1年間で 3カ月ごとに 4回，1億

*1 http://webarchive.jira.com/wiki/display/Heritrix/Heritrix/
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URLを固定してクロールする．1年ごとに，各ページの更

新頻度およびリンク先の被リンク数に基づき，再サンプリ

ングを行い，収集を行う．

言語解析は，正規化と形態素解析と係り受け解析からな

る．正規化は，HTMLタグを取り除き，文字コードの統制

を行い，日本語文抽出を行う処理である．収集したページ

は nwc-toolkit-0.0.2 *2を用いて，正規化を行う．このソフ

トウェアは，先行事例であるGoogle日本語 n-gramなどで

採用されている方法を実装したもので，既存のウェブコーパ

スの構築と同等の処理を行っている．文字コードはUTF-8

に変更したうえで正規化形式 KCにより正規化を行う．文

境界を句点・ピリオド・エクスクラメーションマーク・ク

エスチョンマークなどで分割したうえで，切り出した範囲

の長さ・文字種比率などにより日本語か否かを判定する．

ウェブ上の重複・コピー・定型句の問題に対処するために，

収集した日本語文は延べではなく異なりでコーパスを構

築する．形態素解析はMeCab-0.996 *3とUniDic-2.1.2 *4を

用いる．係り受け解析器として CaboCha-0.69 *5のUniDic

主辞規則*6を用いる．

保存は Heritrix クローラが出力する WARC 形式によ

りアーカイブを行う．WARC形式は，国際標準化機構の

規格 ISO 28500:2009で決められた形式で，Open Source

Waybackとよばれる閲覧ソフトウェアに格納可能な形式

である．

収集したテキストデータは，次章に述べる検索系『梵

天』により，文型パターンデータベースとして一般公開

した．検索系は 2014年 10月から 12月に収集したデータ

（2014-4Qデータ）について，文の異なりをとったものを

公開する．このデータの基礎統計を表 1 に示す．

格納する例文中，品詞が「名詞-固有名詞-人名-姓」と「名

詞-固有名詞-人名-名」については，表層形・語彙素・発音

形などを「〓」で匿名化する．これは，個人に対する誹謗

中傷表現対策として行うものである．個人名で検索するこ

とに制約をかけているが，元テキストの URLを参照する

ことにより，原文を確認することが可能である．

表 1 NWJC の基礎統計：2014-4Q data

Table 1 Basic statistics of NWJC: 2014-4Q data.

URL の数 83,992,556

文（延べ） 3,885,889,575

文（異なり） 1,463,142,939

文節数 8,736,741,719

国語研短単位数（形態素数） 25,836,947,421

*2 https://code.google.com/archive/p/nwc-toolkit/
*3 http://taku910.github.io/mecab/
*4 http://unidic.ninjal.ac.jp/
*5 https://taku910.github.io/cabocha/
*6 CaboCha コンパイル時に ./configure --with-posset=

UNIDIC と指定することで UniDic に適応することができる．

3. 検索系『梵天』の機能

本章では検索系『梵天』の機能について紹介する．基本

的な検索機能として，文字列検索・品詞列検索・係り受け検

索がある．一般利用者は文字列検索のみが利用できる．そ

れ以外の検索機能（多機能版）は講習会参加者のみに利用

を制限している．また，検索結果の表示機能とダウンロー

ド機能についても紹介する．

3.1 文字列検索

『梵天』はコーパスを検索する最も基本的な機能として，

文字列検索を提供する．指定した文字列を含む文を返す機

能であり，最も高速に結果を返す．図 1 に一般利用者向け

の検索系の画面を示す．URLドメインの末尾 2パートを

指定して絞り込み検索をすることが可能である．

『梵天』の制約事項として，文字列に対する選言・グルー

プ化・量化（クリーネ閉包）などの正規表現による検索条

件指定ができない．さらに，文型パターンを検索系のスニ

ペットとして提示するのみで，文を超える文脈を指定した

検索や提示はできない．

3.2 品詞列検索

品詞列検索は，検索系『中納言』の短単位検索機能や

『ChaKi.NET』の Tag Search機能に相当する，形態素列に

基づく検索機能である．図 2 に検索クエリの例を示す．

グレーの箱が文中の形態素に対応する．箱中の上の数字

図 1 文字列検索

Fig. 1 String search query.

図 2 品詞列検索

Fig. 2 Short unit search query.
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が，形態素の相対位置を表す．相対位置が ‘0’-‘0’の形態素

が含まれる文節が KWICの中央に表示される．中央に対

して左文脈の形態素は，負の値の相対位置を入れることに

より指定する．中央に対して右文脈の形態素は，正の値の

相対位置を入れることにより指定する．各形態素に付与さ

れる 2つの相対位置のうち，左の数値は最小（最左）相対

位置を，右の数値は最大（最右）相対位置を指定する．

各形態素は次の情報を指定することが可能である：〈表
層形〉 は文中に出現した形を指定する；〈品詞 1〉，〈品詞 2〉，
〈品詞 3〉，〈品詞 4〉 は，UniDic品詞体系の 4階層を指定す

る；〈活用型 1〉，〈活用型 2〉は，UniDic活用型体系の 2階層

を，〈活用形 1〉，〈活用形 2〉は，UniDic活用形体系の 2階

層を指定する；〈語彙素読み〉，〈語彙素〉 は，UniDicの語彙

素を指定する．文字列検索と同様に各項目について正規表

現を利用することができない．品詞・活用型・活用形は▽

のアイコンをクリックすることにより可能な要素を選択す

ることができる．

形態素を示す箱の列の左右にある ‘+’ のアイコンをク

リックすることにより，文脈を指定する形態素を増やす．

‘×’のアイコンをクリックすることにより，形態素を示す箱

を消す．消しゴムのアイコンをクリックすることにより，

形態素の指定項目を初期化する．

図 2 の例では，「と」「時間」の直前に出現する「名詞-普

通名詞-一般」を検索する．

3.3 係り受け検索

係り受け検索機能は ‘ChaKi.NET’ の ‘Dependency

Search’ 機能に相当するものである．文節係り受け解析

結果に対する部分木構造に含まれる形態論情報や相対位置

に基づく問合せが可能である．図 3 に検索クエリ例を示

す．緑とオレンジの色付きの箱が文節を表す．各色付きの

箱の左上に文節の識別子と当該文節の係り先の文節の識別

子を示す．文節（色付きの箱）もしくは形態素（グレーの

箱）の前後に相対位置を示す記号を入力する．^記号は，

文頭（色付きの箱の外側）もしくは文節頭（色付きの箱の

内側）を意味する．$記号は，文末もしくは文節末を意味

する．−記号は，2つの文節・形態素が隣接してこの線形

順序であることを意味する．<記号は，2つの文節・形態

素がこの線形順序であることを意味する．箱を追加する際

図 3 係り受け検索

Fig. 3 Dependency search query.

は +記号を選択することによる．

図 3 の例では 2つの文節を定義しており，最初の文節は

文頭に出現し，「形状詞」＋「な」の 2形態素からなり，そ

の文節の係り先が「時間」を含む文節である部分木構造を

問い合わせる．

3.4 検索結果表示

検索結果表示として一般利用者向けの簡易表示（図 4）

と登録者向けの形態論情報表示（図 5）の 2種類を準備す

る．いずれの検索結果も，ヒット件数と例文 50文を表示

する．ページ下部の「次へ」をクリックすることにより，

51文目から 50文を表示するページネーション機能が利用

できる．ヒット件数が多く検索に時間がかかる場合は，精

緻な検索を打ち切って「約 XXX件」と表示されることも

ある．さらに文が含まれる URLが表示される．同じ文が

複数の URLに表示されるほか，表示できない数である場

合には「XXX件」のように，いくつかの URLとともに件

数が表示される．簡易表示（図 4）は例文の情報を検索結

果のキーワードを中央に配置し，左に前文脈を，右に後文

脈を配置する．

形態論情報表示（図 5）は，形態素単位に分かち書きを

行い，品詞情報（大分類）を形態素の上に表示する．文節

境界を［］により示す．形態素にマウスカーソルをかざす

ことにより，形態論情報をポップアップで表示する．また

当該形態素が含まれる文節は黄色でハイライトされる．さ

らに，黄色の文節に係る文節（係り元文節）を青で表示し，

黄色の文節が係る文節（係り先文節）を赤で表示する．

3.5 ダウンロード機能

検索結果は最大 10万件までダウンロードすることがで

きる．TSV形式（3種類）か CaboCha形式のいずれかの

形式でダウンロードが可能である．このうち，文字コード

UTF-16LE で改行コードを CRLF にした TSV を拡張子

.csvにしてダウンロードすると，Windows OS上でダブル

クリックでMicrosoft Excelのファイルとして開くことが

できる（図 6）．

TSV形式は「文のみ」「KWIC文字列」「形態論情報つき」

図 4 検索結果表示（簡易表示）

Fig. 4 Displaying the retrieval results (simple).
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図 5 検索結果表示（形態論情報表示）

Fig. 5 Displaying the retrieval results (rich).

図 7 ChaKi.NET による CaboCha 形式の可視化

Fig. 7 Visualisation of the CaboCha format results by ChaKi.NET.

図 6 ダウンロード機能

Fig. 6 Download function.

の 3種類が選択でき，最後の「形態論情報つき」はインラ

インタグとして各種形態論情報を表示することができる．

CaboCha形式は，コーパス管理ソフトウェア ‘ChaKi.NET’

に取り込むことにより，係り受け木の可視化（図 7）・正規

表現による再問合せ・語彙表作成・n-gram統計取得・コロ

ケーション展開などができる．

3.6 検索履歴機能

文字列検索・品詞列検索・係り受け検索それぞれに検索

履歴機能がある．図 8 に検索履歴機能の画面を示す．再度

まったく同じ検索を繰り返す「再検索」と 2種類の「編集

して検索」機能を有する．「編集して検索（UI）」は，ユー

ザインタフェース上に検索クエリを再表示する．「編集し

て検索（json）」は，json形式の検索式を表示し書き換える

ことによる．

4. 評価

4.1 検索速度評価

本節では応答時間に基づく検索速度評価を行う．評価は

家庭用インターネット回線から研究所内にあるサーバに接

続することによって行う．応答時間はブラウザ Chromeの

拡張機能 Page load time 1.2.4に基づく．

表 2 は文字列検索の 2つの表示機能について応答時間
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図 8 係り受け検索の検索履歴機能

Fig. 8 History function of dependency search query.

表 3 品詞列検索評価（形態論情報表示）

Table 3 Short unit search query evaluation.

表 2 文字列検索評価（簡易表示と形態論情報表示）

Table 2 String search evaluation.

検索クエリ ヒット件数 応答時間

簡易表示 形態論情報表示

さくら 498,422 件 1.26 秒 18.3 秒

国立国語研究所 667 件 1.23 秒 4.07 秒

あるくない 40 件 0.78 秒 1.61 秒

を評価したものである．簡易表示は結果を高速に返すが，

形態論情報表示は各種アノテーションを組みあげるために

時間がかかる．またヒット件数に応じて，応答時間に差が

出る．

表 3 に，品詞列検索の評価結果を示す．左の例は「名詞-

固有名詞-地名」の品詞に「人」がついている形態素 2つ組

を検索したものである．ヒット件数が約 250万件であり，

応答に約 3分強かかる．右の例は「研究」「所」の 2形態素

前（左）もしくは 3形態素前（左）に「国立」が出現する例

を検索したものである．ヒット件数が 12,887件であるが，

応答に 31.7秒かかる．

表 4 に，係り受け検索の評価結果を示す．上の例は「教

える」という形態素が含まれる文節に格助詞「が」「を」

「に」をそれぞれ含む文節がこの順序で出現する例文を返

答する．ヒット件数が 1,439件であり，応答に 151秒かか

る．下の例は「教える」という形態素が含まれる文節に格

助詞「が」「に」「を」をそれぞれ含む文節がこの順序で出

現する例文を返答する．ヒット件数が 6,319件であり，応

答に 153秒かかる．

4.2 検索数

一般利用者版は 2017年 3月 7日に公開した．2017年 8

月 7日までの 5カ月間に約 175,000件の検索があった．多

機能版は講習会参加者のみに公開している．試験公開の

2016年 9月末から 2017年 8月 3日までに 33回講習会を

実施し（うち 2回は Youtube Liveで実施），約 380人が参

加した（複数回参加者を含む）．多機能版の利用は 2017年

4月以降利用状況を表 5 に示す．ダウンロードを含む文字

列検索についてはよく利用されているが，品詞列検索・係

り受け検索については利用方法が浸透しておらず，利用は

限定的である．
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表 4 係り受け検索評価（形態論情報表示）

Table 4 Dependency search query evaluation.

表 5 多機能版検索数

Table 5 Use statistics of rich display.

月 文字列検索 品詞列検索 係り受け検索

2017 年 4 月 2,001 64 57

2017 年 5 月 1,734 75 14

2017 年 6 月 2,845 41 6

2017 年 7 月 3,867 279 38

5. おわりに——まとめと今後の展開

本稿では，『国語研日本語ウェブコーパス』（NWJC）と

その検索系『梵天』について紹介した．『梵天』は 258億語の

NWJCを，文字列検索・品詞列検索・係り受け検索の 3種類の

方法で検索することができ，検索した結果は 10万件までダウ

ンロードできる．一般公開版は http://bonten.ninjal.ac.jp/

から利用できる．2017年 8月現在，インデックスサーバ 3

台と検索サーバ 2台で運用している．一般公開版の文字列

検索については想定している 3文字以上の文字列検索の場

合は同時に 40人が人手によるクエリを発行する程度の規

模耐性を有している*7．また，システムが落ちた場合も自

動で再起動する機構が実装されている．

多機能版は現在講習会参加者のみにアカウントを発行し

ている．限定公開している主な理由は，利用規約の同意と

データの利用に関する教育と高機能版の利用方法に関す

る教育の 3つからなる．1つ目の利用規約の同意はダウン

ロード機能などを利用するために必要な手続きであると考

える．2つ目のデータの利用に関する教育は，元の文を引

用する際には必ず元 URLを確認したうえで利用するなど，

基本的なネットマナーに関するものである．3つ目の高機

能版の利用方法に関する教育は，検索クエリの組み上げ方

*7 公開当初，漢字の頻度情報を得るために，1–2 文字による検索を
繰り返していた利用者がいた．文字の頻度表（1-gram，2-gram，
3-gram）を提供することで対応した．

*8 http://nwjc-data.ninjal.ac.jp/

に関するものである．表 5 に示すとおり，品詞列検索や係

り受け検索に関しては，なかなか人文系の利用者には利用

されていない．利用する場合も，検索クエリによっては組

合せ爆発により検索件数が膨大になり，サーバに負荷がか

かり検索時間がかかったり，場合によってはシステムが落

ちたりすることもある．このようなトラブルを未然に防ぐ

ために講習会を受けたうえでの利用をお願いしている．上

に述べたとおり，限定公開の範囲もオンサイトの講習会だ

けでなく Youtube Liveによる講習会でも利用可能にした．

今後，利用規約への同意と動画教材を見ることにより利用

可能にしていく予定である．

NWJCの文字表・語彙表・n-gramデータ・word2vec [6]

訓練済み分散表現データ nwjc2vec [7]をクリエイティブ・

コモンズ・ライセンス表示（CC BY）に基づき配布して

いる*8．講習会での要望に基づき，複合語リストや敬語表

現のリストなど検索系で得られないデータを所内サーバで

整形したうえでオープンデータとして公開している．引き

続き，NWJCに基づくさまざまなデータを公開していき

たい．
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